
【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 51
入居者の外出の機会が少な
い。限られた場所への外出に
偏ってしまっている。

入居者全員の外出機会の確
保。

入居者の希望をできるだけ反映
し、外出をプランに取り入れたレ
クの計画の作成及び実施。

　　１２ヶ月

2 35
パートスタッフのターミナルケ
アへ関わる機会が少ない。

事業所内での勉強会の実施回
数の増加。

出勤時間の不規則なスタッフで
も必ず勉強会に参加出来るよう
に、同内容での勉強会を２～３
回は実施し、一人ひとりが考え、
学ぶ機会を増やす。

　　１２ヶ月

3 45
入居者の加齢に伴い失禁頻
度とオムツ類の使用量が増加
傾向にある。

一人でも多くの入居者がトイレ
で排泄できるように支援を行
い、失禁頻度の減少を目指す。

一人ひとりに合わせたタイミング
での声掛けや誘導を継続して実
施し、こまめな声掛け及びトイレ
誘導により失敗の回数を減ら
す。時間に拘らず、出なかった場
合は３０分後に再度誘導など、
柔軟な対応を行う。

　　１２ヶ月

4 54
フロア内が尿、便臭の強い日
がある。

フロア内に不快な臭いがしない
ようにする。

毎日の清掃を丁寧に行うことは
勿論、放尿、放便後の清掃の手
順（洗剤名を入れたもの）を表に
し、職員全員が周知できるように
ファイルし、清掃を徹底する。

　　　３ヶ月

5 47
入浴時、入浴の順番が固定さ
れつつある。

入居者全員が平等に一番風呂
が当たるようにする。

入浴順番のパターンを数種類用
意する。また、職員が多い日は
午後からの入浴も取り入れてみ
る。

　　　６ヶ月
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